


水ビジネス国際展開の加速化に向けた７つの行動計画（経済産業省）
行動＃１：運営・管理事業参加への金融支援等重点化 行動＃２：政策対話 行動＃３：技術開発・実証

行動＃４：ｺﾝｿｰｼｱﾑ形成支援 行動＃５：人材育成 行動＃６：標準化 行動＃７：官民連携等
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【モデルＡ】

【モデルＢ】

【モデルＣ】

※国内での事業を実施した後、海外展開

＜狙い＞

○水事業のバリューチェーンにおいて、最もウ
エイトを占めるのは「事業の運営・管理」分野

○我が国企業の海外における水事業への参加
に際し、運営・管理事業への関与を深める

○運営・管理事業の経験を得ることで、その後
の単独受注に必要な実績を得る

＜具体的行動＞
○3つのモデル（右図）で、海外の水事業の経

営及び運営・管理事業に対し、十分な質的関
与を行う形での出資等を行う者に対し、

する
※重点化する政策金融ツール：

JBIC、NEXI、JICAによる投融資、
産業革新機構の支援

＜狙い＞

○我が国が重視する戦略国にお
ける水関連政策、水資源、水利
用環境等に関する理解を深め､
プロジェクト形成の初期段階か
らの情報を得るチャネルを構築
し、ビジネス機会を拡大する

＜具体的行動＞

○戦略国との間で政府間の対話
の枠組みとなる

、関係強化

○個別案件に対する政府の働き
かけを強化 等

＜狙い＞

○今後の水処理（循環）システム
において、コアとなる付加価値
の高い技術を握る

○特に技術開発と実証の支援を
通じて、市場投入に必要な経
験・実績を積み、低コスト化する

＜具体的行動＞

○我が国企業が強みを有する
、これら

の技術を活用した
支援を

強化

※省水型・環境調和型水循環プロ
ジェクト（NEDO委託事業）

＜狙い＞

○上下水道サービス分野で我が
国が優位と考えられ、将来世界
に普遍すべき技術のＩＳＯ化を目
指す

＜具体的行動＞

○企業が有する優位かつ世界に
普遍すべき技術の

（官民一体となった体制整
備）

○下水分野について、中国、韓国、
ＡＳＥＡＮと協力し、地域共通の
基準づくりを推進する 等

＜狙い＞

○水を含めたインフラ開発に関わる
相手国政府のキーパーソンとの
意志疎通を強化する

○水処理事業の運転・管理に必要
となるローカル人材の育成体制
を構築する

○人材派遣・受入制度等を通じた
人的ネットワークを構築する

＜具体的行動＞

○
を検討

○JICA制度を活用して受け入れた

海外研修生（政府職員）の有効活
用 等

＜狙い＞

○海外の水事業獲得に向けた事
業性評価（FS）支援を拡大する

○特に、我が国企業がコンソーシ
アムを形成し、ソリューション型
の提案を行う活動を支援する

＜具体的行動＞

○水処理技術・ノウハウをパッ
ケージ化し、国・地域が抱える
水循環システムの課題に対して、
包括的にソリューションを提供
する

を支援

※低炭素型・環境対応ｲﾝﾌﾗ･ｼｽﾃﾑ
型ﾋﾞｼﾞﾈｽにおけるｺﾝｿｰｼｱﾑ形成事
業（21年度補正予算）

＜狙い＞

○官民一体型の海外進出の事業
モデルを構築する

○国内市場において、民間企業に
運営・管理実績を蓄積する

＜具体的行動＞

○

○国内市場における
の推進 等


